公益社団法人 山形青年会議所

[image: rogo]２０１３年度 第４回理事会 議事録

◆ 日  時 ：２０１３年４月２３日（火）
１８：４０～２２：００
◆ 場　所 ：パレスグランデール

1． 開  会                                                               横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                                   與田委員長
3． ＪＣＩミッション＆ＪＣＩビジョン唱和                                 佐藤幸助委員長
4． ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                                       長瀬総括幹事
5． 出席者の確認（敬称略）                                               舟山事務局長
理事長                     井　上　周　士
直前理事長                 野　口　雅　弘
特別顧問                   荒　井　　　寛（欠席）
実行委員長                 齋　藤　秀　和
副理事長                   伊　藤　健　二
副理事長                   中　村　祥　之
副理事長                   齊　藤　秀　昭（遅参）
副理事長                   鈴　木　辰太郎
監事                       酒　井　貞　和（欠席）
監事                       中　村　正　利
監事                       矢　口　政　則
専務理事                   横　山　隆　太
議長                       佐　藤　貴　博
特別委員長                 三　沢　慶　洋
常任理事                   安　藤　太一郎
常任理事                   鈴　木　　　力
常任理事                   今　野　　　修（遅参）
常任理事                   遠　藤　智　大
本部長                     渡　部　明　弘
委員長                     佐　藤　幸　助
委員長                     武　田　靖　裕
委員長                     長谷川　吉之介
委員長                     與　田　貴　博
委員長                     荒　井　要　雄
総括幹事                   會　田　智　弘（遅参）
総括幹事                   長　瀬　洋　一
出向理事                   井　上　智　博（欠席）
事務局長                   舟　山　力　也

＜オブザーバー＞
ＡＳＰＡＣ準備事務局会計幹事    兼　子　和　伴
ＡＳＰＡＣ準備事務局委員        三　瓶　　　勝
渉外支援委員会委員              鈴　木　暁　子
花火大会特別委員会部会長        佐　藤　浩　之
花火大会特別委員会部会長        白　木　祐　一
花火大会特別委員会委員          石　山　祐　治
花火大会特別委員会委員          井　上　大　樹
会務セクレタリー                長谷川　晃　一
会務セクレタリー                茂　木　政　樹

６．会議成立の確認                                                     舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                              井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・監事の２名
議事録作成人は会務セクレタリー

８．前回議事録の承認                                                   井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認

９．理事長予定者挨拶                                                   井上周士理事長
皆さんこんばんは。本日もご多用の中、お時間までお集まり頂きまして誠にありがとうございます。またオブザーブの皆さんも、多くの皆様方からご参集頂きましてありがとうございます。会議開始の方、貴重なお時間を奪う形になりまして大変失礼致しました。日曜日に季節外れの大雪が降りまして、皆さまもびっくりされたかと思うんですけれども、多くの方が感じたと思われますが、土曜の例会の時でなくてよかったなと感じました。土曜日は素晴らしい好天のもと、グローバルシティー創造委員会武田委員長のもとで素晴らしい例会が開催されました。参加人数でギネスブック申請をするということで、素晴らしい作品が完成され、そしてこの作品が、５月５日こどもの日の働く車や花笠祭り・また駅の構内や空港に展示の予定が進んでおりまして、素晴らしい巻き込み方であると思います。また、開催に至るまでの様々な準備であったり、委員会外からの多くのメンバーからのご参会、ゆるきゃらを始めとする行政からのお力添え、そしてマスコミもうまく巻き込んでの準備など、本当に多くの方々を巻き込んで老若男女幅広い方々からお力添えを頂いた素晴らしい取り組みであったと思います。この事業に辿り着くまでは実際非常に困難な道のりがありまして、武田委員長を始めアクティブシティー創造グループの方々は常任を活用したり、本当に議案を揉んで頂いて、良く揉んだ議案は素晴らしいものになると私たちも教えて頂いたんですけれども、まさしくそれを体現した事業であったなと思った次第であります。また、理事会は会議の場であると直前もよくおっしゃいますが、そういった中で揉まれて、本当に素晴らしい事業でありました。武田委員長お疲れ様でございました。話は遡りますけれども、南陽の地におきまして、ＪＣＩ会頭公式訪問が開催されました。会頭の所信を皆さん聞いたことがおありと思いますが、普段柔らかい口調でお話しする会頭が、柔らかさの中に強い口調も入れながら様々なメッセージを頂きました。非常に印象に残った言葉の中で、私の中で租借したのが、青年会議所は運動し続ける団体であるというお話でありました。その運動の中でも、１人や２人でするのではなく、多くの人を巻き込んで運動する。そしてその運動の中で様々な人の意識を変えて１つの事業の成功に向けて進んでいくということを学びました。その多くの人を巻き込む中でも、１人でも多くの人に役割を与えてあげるということでした。そして運動を通して意識を変える。青年会議所は意識変革団体であり、意識を変える中で、私たちも変わればメンバーも変わり、仕事で言えば会社が変わる。青年会議所が変われば街が変わり、明るい豊かな社会の実現という流れになると思います。もちろんその中でも、私たちが自分を律していかねばならない場面もあります。乖離という言葉を使っておられましたが、例えば清掃事業が終わってすぐたばこのポイ捨てやゴミの投げ捨てをするメンバーもいる中で、しっかりと自分の襟元を正してやって行こうという言葉に感銘を受けた次第であります。多くのメンバーを巻き込むという部分では、今回の武田委員長の開催された事業が１つの答えであると感じた次第でありました。改めて皆さまに問いますが、多くのメンバーを皆さま自身が巻き込めていますでしょうか。メンバーが生き生きと活動できていますでしょうか。皆さまも人間ですので、メンバーを選り好みして、巻き込む人とそうでない人を作り出してしまっていないでしょうか。というのも、例会の出席率が、今年は去年に比べて非常によくありません。７０パーセントを切る程度です。もちろん２０１３年度を写す鏡は私ですので、私に責任があると思い非常に重く受け止めておりますが、例会というのは私たちが入会して与えられた必要最低限の権利でありまして、非常に尊い権利であります。そしてこの例会には、武田委員長や荒井委員長たちの頑張りがあるわけであります。このメンバーの頑張りに、どんな形でもいいので２４時間を使って参加する。委員長のために、頑張っているメンバーのために参加するというのは、やはり必要最低限であると私は思います。私の尊敬する先輩に、「attendant is first」という言葉を頂きました。何よりも出席・参加に重きを置くという意味です。経験に勝る天才無しという言葉もあります通り、経験に勝るものは無いと思います。百聞は一見にしかずという言葉にも通ずるものがあります。経験して多くの学びを得て、意識を変えて街を変える。そういったかたちで今後とも、例会出席率を上げて、頑張っている仲間のために参加するというのは１つの責務であると思いますので、ぜひどうか、５月・６月・７月例会、花火大会と続きますので、しっかりと皆さまのリーダーシップをお願いしたいと思います。本日もよろしくお願い致します。

１０．直前理事長予定者挨拶 　　　　　　　　　　　　　            野口直前理事長
皆さまお疲れ様です。本日このように多くのメンバーが参加して頂きまして、非常に気持ちがいいな、あともうちょっとだなと感じております。今ほど井上理事長から、ＬＯＭ内事情に関してお話して頂いたので、私はちょっと視点を変えさせて頂いて、日本ＪＣの理事会に関してお話させて頂きます。先日、日本ＪＣ理事会に井上理事長・齋藤実行委員長・鈴木さん・千歳君など通常より多くのメンバーと参加して参りました。今月の理事会で、ＡＳＰＡＣの報告をさせて頂きました。もう後戻りはできません。しっかりとスローガンも提示しました。あとは私たちがしっかり準備をして進むだけです。先日ＣＯＣの会議で、長谷川先輩が「韓国ＡＳＰＡＣが終わったら各国の目が全て山形に来るんだ」とおっしゃっていましたが、まさにその通りです。もう日本人は、来年のＡＳＰＡＣに対して、山形に目を向けています。それだけ責任が重大とかいうことではなく、そういったものを皆さまお１人おひとりが感じて頂き、理事会の場やブロック・地区の会議の場に出席する時にしっかりと会議に耳を向け、色々な場で１つずつ何かを学んで頂きたいなと感じております。先日の日本ＪＣ理事会での会頭挨拶が、私にとって非常に印象深いものでした。話口調が多少変わってきたというのもありますが、非常にブレのない話をされておりました。たまたま翌週の月曜に山形においでになられましたが、自分の意見はブレていない。自分たちが何をやるべきかもしっかり明確にお話を頂きました。ここ近年いない会頭であるのかなと思っております。そういった意味で、先日の日本ＪＣ理事会・会頭公式訪問に来て頂いた方には、原点に立ち帰って運動して頂きたいなと思います。青年会議所は必ず会議から始まりますので、こうして多くのメンバーに集って頂いて、１つひとつの決定機関で進めて頂きたい。そして実施・検証を経て次に繋げて頂きたいなと思っております。そして会と言えば、本日国会におきまして審議を頂いた話がありました。民主党があれほど推奨していたのに、今回反対に回っております。彼らにとって政治とは何か、国会を通して何を訴えかけているのかということが、非常に腹立たしく残念であります。いったい何をやっているんだろうという想いでありました。国会は遊びの場ではなく、また利益を生む場でもない。あくまで国民のために選挙で選ばれた人が、多額の借金を負った日本のために本気で考える場であります。ああいった行動・発言は非常に残念だなと感じました。皆さん忙しい中ですが、少し色々なところに耳を傾けて頂いて、国のこと・東北のこと・山形のこと・近所や家族のことを少しずつＪＣとリンクさせながら進んで頂きたいと思います。最後に、もう２０１４年の理事長を決める時期になりました。次年度役員選考選挙管理委員会を発足する議案を出させて頂きました。今月の例会の日に選ばれた１５名の方は責任を持ってしっかりと次年度を選んで頂きたいと思います。１人も欠席することなく、自分の責任を自覚して頂きたいと思います。今ほど、理事長が例会出席率を非常に気にしておりました。これは理事長１人ではなく、皆さまにもしっかりとした責任があります。山形青年会議所、正確に言えば現在１１６名、１人ひとりの責任です。もう一度原点に立ち帰り、選ばれた１５名の方は、「自分が理事長になってもおかしくない」という気構えで選考委員の会議に出席して頂きたいと思います。ＡＳＰＡＣもあり、ＬＯＭの事業もあり、大変な中ではありますが、ピンチとチャンスは背中合わせです。逆に言えば少し辛いなと思っても視点を変えていくと、意外と気が楽になるときもあります。自分の中でのコントロールをしっかりとしながら、今後のＪＣ運動を進めて頂きたいと思います。私も、去年は色々なことを背負い込んでいました。自分がしっかりして全てしなければならないと思ったこともありました。しかし、ここにいる方々は全て仲間であり組織であります。甘えるところは甘え、議論するところはしっかりして頂き、１歩ずつ進んで頂きたい。今日はそんな有意義な場にしていきたいなと思います。本日もしっかりと進めて頂きたいと思います。よろしくお願い致します。

１１．議題並びに資料の確認                                                荒井要雄委員長
配布資料　第４回理事会アジェンダ　
確認事項その他を含め３件、討議事項その他を含めて３件、審議事項その他を含めて９件、協議事項その他を含め９件、報告・依頼事項その他を含め１１件

１２．議事の採択                                                          井上周士理事長
全員賛成

１３．確認事項
確－０３　その他                                                          横山専務理事
削除

確－０１　次年度役員選考委員選挙管理委員会発足について
確－０２　次年度役員選考委員選挙について                          ２０１３年度選挙管理委員会
野口直前理事長【上程】
５月例会において、次年度役員選考委員選挙を開催する。日時は５月１４日１６時半から１８時までとなる。もう一つの議案に不在者投票に関する項目も載っている。皆さん全員が持っている権利であるので、しっかりと対応して頂きたい。被選挙人に関しては月末の定期発送便で提示する予定であるので参照のうえ、７名をしっかりと選出して頂きたいと思う。また、選ばれた１５名は１人も欠けることなく会議に参加して頂き、次年度体制を確立させてほしい。そして６月１５日は全員の参加をお願いしたい。近年は委任状を提出すれば欠席も許されるという雰囲気があるようだが、決してそのようなことはない。開催時間を調整してでも全員の参加をもって、２０１４年に向かって行って頂きたいと思う。

１４．討議事項　
討－０３　その他                                                             横山専務理事
削除

討－０１　新入会員仮認証式に関して                                会員パワーアップ特別会議
佐藤貴博議長【上程】
皆さまからの新入会員情報・セミナーへの参加を大変ありがたく思う。第１クールを終え、資料に記載している１９名を仮会員認証する流れで進んでいる。仮配属の案を資料内に記載してあるので、これからの事業も踏まえて、人数などの検討をよろしくお願いしたい。

中村祥之副理事長【質問】
ＡＳＰＡＣ準備事務局に仮配属が全く無いようだが、特段の理由があるのか。

佐藤貴博議長【回答】
事務総長に確認したところ、今回仮配属をすると来年までの継続が決定してしまうということで見送った。７月の配属には人数配分を行う予定である。

武田委員長【質問】
当委員会に仮配属案が出ている大沼みずほさんに関して、勤務先が空欄になっているのは何故か。

佐藤貴博議長【回答】
記載漏れのため、修正する。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
仮配属案とセミナー出席状況を見ると、まだ考慮の余地があると感じられる。拡大だけでなく仮会員の興味の持てる配属先を選び、楽しく委員会活動を行えるよう配慮して頂きたい。

佐藤貴博議長【回答】
仮会員を連れ、各委員会を見させてみようと思う。その際はご協力お願いしたい。

井上理事長【コメント】
６月に入るとＡＳＰＡＣ・花火大会と続いてしまうので、５月の間に情報収集を頑張って頂きたい。来年のＡＳＰＡＣに関連付けて勧誘しているところが大きいので、今年が終わるとまた拡大が難しくなってくる。目標達成に向けて進んでいって頂きたいと思う。

討－０２　第６３回ＪＣＩアジア太平洋会議の参加促進に関する件　　　　　　　　　　渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】
翌年に山形大会を控えており、最後のＰＲの絶好の機会となる。山形からの参加目標人数を７５名と設定しているが、現在半数を切っている。ＬＯＭ全体の参加目標率は６３パーセント以上となっているので、各委員長から声掛けを頂き、少しでも多くのメンバーからの参加をお願いしたい。

鈴木力常任理事【補足】
先日、日程サンプルを配布させて頂いた。申込みも鋭意進めていくので、皆さまの参加をよろしくお願いしたい。

中村祥之副理事長【補足】
冒頭に、理事長より例会出席率の話があった。元々は６月例会にしようかという意見があったほど重要な機会である。周囲への声掛け・参加促進をお願いしたい。

横山専務理事【意見】
第１回目の取り纏めでもあるので、各委員長にて委員会内の状況を把握のうえ、常任理事・副理事長からの声掛けをお願いしたいと思う。

15． 審議事項                                                        井上周士理事長
審－１０　その他
削除

審－０１　６月例会の企画・実施(案)承認に関する件　　　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議
長瀬総括幹事【上程】
本義案に関して、理事メンバーである武田紙工を業者として指名しているので、まずはこちらの可否を審議して頂きたい。

井上周士理事長【採決】
全員賛成

長瀬総括幹事【上程】
前回からの変更点を赤字で訂正してあるが、この度対象者が増えているので確認して頂きたい。多くの方に私たちの取り組みを認識して頂くために選出・提案した。タイトルも変更があり、昨年は感謝がメインの報告会であったが、今年は想いを伝えるような例会にしたいと考えている。また、例会後の二次会アテンドということでＣＯＣの各担当を割り当て提案させて頂いているので、慎重審議をよろしくお願いしたい。

安藤常任理事【補足】
６月に開催される光州大会が終了すると、私たちの山形大会が本当のＡＳＰＡＣとなる。ＬＯＭのメンバーと共に頑張っていけるような内容にしていくので、審議をよろしくお願いしたい。

中村祥之副理事長【補足】
案内した方が全員来られるかどうかは別として、私たちがこれだけやっていますということを示すには
対象を広げるべきとのアドバイスを頂いた。そのため対象者を増やしている。実際はアテンド計画やシナリオ等、参加される方次第で大きな調整が必要になると思われる。参加人数の上限を想定しての計画となっているのでよろしくお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
９月に山形ＪＣシニアクラブ本会があり、来年の初めには決起大会の開催が想定される。対象を変えたほうがよいという考え方もあったと思うが、こちらについてはどのようなお考えなのか。

長瀬総括幹事【回答】
ご意見いただいた通り、当初はそのように考えていた。その後様々な先輩方と打ち合わせした事と、メンバーみんなで取り組んでいく事に意味があると思うので、是非多くの方に見ていただき、山形の頑張りを理解いただきたいという想いで対象を増やしている。

鈴木辰太郎副理事長【意見・質問】
注意していただきたいのは、先輩の意見に傾倒しすぎないでいただきたいということである。自分たちの理解を持って、理事会で上程し事業成功に努めるものであることをご理解いただきたい。また、「山形ＪＣシニアクラブＡＳＰＡＣ支援会議」に名称変更になったが、そこついてご説明いただきたい。

長瀬総括幹事【回答】
ＡＳＰＡＣ支援会議に変更になったのは、以前は活動グループという名称であったが、山形ＪＣシニアクラブの中に、山形ＪＣシニアクラブＡＳＰＡＣ支援活動会議が存在し、その中に支援活動グループと財政局があった。財政局の中の２名が対象外であったが、その方々も含め対象とする為に名称が変更している。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
人事が変わったばかりなので、しっかりと組織図を理解していただきたい。この組織についても皆さまに周知していただきたい。山形ＪＣシニアクラブの先輩方は非常に大事な存在であり、ＡＳＰＡＣに対して強くコミットしていただいている。その一方でそれ以外の皆さまから「自分たちは関係ない」と思われないように、しっかりと手当してほしい。

野口直前理事長【質問】
３名のみの来賓なのか。商工会議所青年部、賛助会員、ホテル関係者等のＪＣではない方々はお呼びしないのか。

長瀬総括幹事【回答】
呼ばないという事で考えていた。

野口直前理事長【意見】
上程において「広く周知」をしていただくのであれば、こういった来賓は一番大事であると思う。ＪＣ関係者のみで、対外的な目的がさっぱりないのではないか。広く周知をするのであれば賛助会員と私たちが出向いたところの企業様まではお呼びした方が良いのではないか。

伊藤副理事長【意見】
東北地区のブロック荒井寛会長、伊藤運営専務を除いて５名ということであるが、もう少し増える分もあるので、こちらも加えていただいた方が良いのではないか。

長瀬総括幹事【回答】
会務担当副会長のみ対象にしており、ブロックの副会長は初めから入れないという考えであった。

伊藤副理事長【意見】
副会長と書いてあったので、ブロック担当副会長もいらっしゃるということで、意見させていただいた。

中村祥之副理事長【補足】
ご指摘ありがたい。順を追って説明させていただく、対象・方向性を変えたわけではない。広く周知するために、あえて案内を出す先を多くしている。実際来られるかどうかは不明だが、多くの方に知っていただくために案内を差し上げたい想いがある。賛助会員の方については、例年賀詞交換会の場面でお呼びできる事を想定した設定になっている。地区の方については、山形ブロック協議会内を中心に案内をし、今年地区担を輩出しているＬＯＭとして、是非ご案内したい。シニアクラブについては、今回９月に総会があり、案内の選定はシニアクラブが行ったものである。

遠藤常任理事【意見】
ＡＰＤＣ役員を選出していただいているが、任期が次のＡＳＰＡＣまでであるので、次のＤＯの方に案内を出していただければと思う。

長瀬総括幹事【回答】
理解しているが、今回対象者として記載させていただいている。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
判断をするのは理事会であると思う。シニアの意見に傾倒しすぎるのはどうか。ライオンズ、ロータリーなど山形で様々な活躍をされている方や、ＡＳＰＡＣに関わる大きな企業の方々に進捗が伝わっていないのが現状である。私たちがＡＳＰＡＣに向かってより良いものにするためには、もう少し野口直前理事長の意見に耳を傾けてはどうか。ＪＣだけの会にするのかどうか。検討する余地があるのか、運営側から良いアドバイスはないか。

横山専務理事【意見】
今後の正副常任員の中で検討の余地はある。赤字の多い議案ではあるので、リストは一度正副常任理事に預けていただくことにし、事業内容を見ていくのはいかがか。

中村祥之副理事長【質問】
案内は連休早々には差し上げたい。こちらにあるのものついては案内を出させていただいて、数名の加える方の分も出しても良いのか。

井上周士理事長【回答】
そのような形で進めたい。

齊藤秀昭副理事長【意見】
参加者が増える中で、今から審議を採られる訳だが、金額も増える部分もあり、武田紙工様からご協力
いただける箇所もあると思うので、事前に連絡を取り合っていただきたい。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０２　ＬＯＭブース（国外）の出展（案）承認に関する件                  渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】
前回お意見いただいた部分を委員会にて、精査・反映している。慎重審議をお願いしたい。

鈴木力常任理事【補足】
今回のＡＳＰＡＣ光州大会において、山形大会の発信をどんどんしていき、来年の本番に備えたい。また、２ブースのうち１ブースをブロックで使用させていただく事について、ブロック内でも非常に熱を帯びており、是非とも次年度に繋げたいとの言葉をいただいている。皆さまからの慎重審議をお願いしたい。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０３　第３４回山形大花火大会の実施（案）承認に関する件               花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
変更等は第１例会開催日が８月３日から２日になる予定である。本来、事業委託費の３，０００万円という見積書が出ているが、盛り土等、会場の設定が不明確なために、正確な見積もりがまだ出ていない。そのため、予算については別の議案を設け、次回以降上程させていただきたい。本議案については内容についての慎重審議をお願いしたい。

三沢特別委員長【補足】
大会そのものの根幹になる議案である。慎重審議お願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】
大会テーマ「凄魂（すこだま）」とし、よりよい大会になる様努めていくので、慎重審議をお願いしたい。

今野常任理事【補足】
第３４回花火大会も成功する様、慎重審議お願いしたい。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０４　第３４回山形大花火大会の企画・実施（案）承認に関する件       花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
現在ポスターおよび公式キャラクターの作成を進めている。５月９日に花火大会の総会があるが、その前の５月７日に、協議会の議長である市川昭男山形市長に報告をする流れである。７番において、特定の業者を記載しない様、文言の修正を行っている。黒沼部会長を中心に楽しい花火になる様頑張っている。慎重審議をお願いしたい。

三沢特別委員長【補足】
慎重審議をお願いしたい。

今野常任理事【補足】
様々な企画を用意しているので、審議をお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【修正】
大会当日の観覧者数を４０万人から４万人へ修正し、上程させていただく。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０５　第３４回山形大花火大会協賛金の募集（案）承認に関する件         花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
金額別の広告の案内において、昨年までは１，３，５，１０万円とあったが、今年はその間の金額にも明確な基準を設け示している。今年卒業される方からの引き継ぎも順調に済んでいる。あと１名を残すばかりとなっており、こちらについては当委員会で割振りをさせていただく。その中で、割振り先の担当者に対してご意見をいただければと考えている。

今野常任理事【補足】
花火大会に関して、メンバーの皆さまに一番初めにお願いする部分であるので、何卒よろしくお願いしたい。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０６　５月公開例会の企画・実施（案）承認に関する件      ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【上程】
表題を「５月公開例会の企画・実施修正予算（案）に関する件」に修正し上程。前回からの変更点を説明させていただく。事業総予算を１３８万円から委員メンバーの頑張りにより企業協賛が増え１４４万円に増額変更している。前回ご指摘いただいた協賛の依頼文および領収書の件は、資料を添付させていただいている。慎重審議をお願いしたい。

遠藤常任理事【補足】
本事業にご賛同いただき、協賛をして下さった企業様の大事なお金を使ってＰＲをさせていただく。しっかりと汗をかいて促進していくので、よろしくお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】
明細書について合計が誤っていたので、「予備費」部分で修正させていただきたい。山形青年会議所が今まで培ってきた信頼を元に、また今回の講師に対しても盛況な反応をいただき協賛金額が増えている。足で稼ぐものの、広報が弱い部分もあるので、是非ともＴＶＣＭを打たせていただきたい。そのため金額の修正をしている。ご審議を賜りたい。

野口直前理事長【質問】
この事業をなぜするのか。

長谷川委員長【回答】
事業の目的に記載している通りである。講師は海外から単身で来日し、大変苦労された中いろんな困難に前向きに立ち向かって、乗り越えて現在活躍をされているので、その困難を乗り越える力と、グローバルな考え方をすべての方に感じていただき、何かを掴んで帰っていただきたい。且つご来場いただいた方々に笑顔で帰っていただきたいからである。

野口直前理事長【質問】
この事業の成功とは何か。

長谷川委員長【回答】
まず来場者数１，０００名を目指しており、ご来場いただいた皆さまから良い笑顔で元気を持ち帰っていただく事が成功であると考えている。

野口直前理事長【意見】
この議案を最後に締めるときに、委員会のメンバーとラインとで検証していただきたい。この事業の成功は来場者が１，０００名来られることではなく、長谷川委員会がしっかりと検証をすることが成功だと思う。いろんなところに赴き、汗をかきながらやっていく部分がうまくいっていると思う。ここからが本番であるので、是非頑張っていただきたい。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０６　ＬＯＭ内情報交流（案）承認に関する件                              会員交流委員会
與田委員長【上程】
本事業の目的であるＦａｃｅｂｏｏｋ現役メンバー１００％登録に向け、議案を作り込んでいる。何卒慎重審議をお願いしたい。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０７　２月公開例会の企画・実施　補正予算（案）承認に関する件             総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】
２月公開例会において、上田先輩の交通費について、お受け取りいただけなかったので、予算の修正が発生している。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０８　２月公開例会の事業報告（案）並びに決算（案）の承認に関する件       総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】
皆さまから多大なるご協力をいただき、御礼申し上げる。上田先輩をはじめ県内のブロックメンバーの方々も来られた中、例会の後の懇親会もたくさんの方から参加いただき重ねて感謝申し上げる。上田先輩の講演内容はＪＣのみならず、仕事の面にも通ずるお話が多かったので、仮会員対象者をもっと呼び込めれば良かったと思っている。例会というくくりの中で開催してしまったが、そこまで硬くならず、ポスター・チラシ等を作って、より多くの方に来ていただけるような仕組みづくりが出来ればよかった。設営に関しては、たくさんの方との名刺交換や写真撮影について、こちらの段取り案内不足で若干ごたごたしたが、皆さまのご協力により成功に終わることができた。

横山専務理事【補足】
山形ブロック協議会から２１名の参加をいただいた。合わせて、南陽ＪＣで開催の日本ＪＣ総務常任理事の講演に、山形ＪＣから６名参加しており、ブロック内での例会相互参加も２月のこの時から上手く行き始めていると実感しているので、今後の事業にも生かしていただきたい。

野口直前理事長【意見】
委員長所信にもあるが、こういった問題点があるのであれば、議案に反映し次に繋げていただきたい。例会について少しお時間をいただき、お話をさせていただく。本来例会は皆さまの資質を向上させるものである。理事長が例会の出席率の話をされたが、例会とは本来メンバーの為だけにあるものであるが、公益法人になったので、公開例会をして様々な人へ門戸を広げるという事で、事業の本質が現在見失われている。荒井委員長が感じるのであればその所見をしっかり書き、来年以降例会のあり方をこの理事会のメンバーから考えていただきたい。

中村正利監事【監査報告】
適正に処理されていることをご報告する。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

審－０９　２０１３年度６月例会日程変更承認に関する件　                               事務局
舟山事務局長【上程】
「日程変更（案）」が抜けているので、修正し審議上程させていただく。当初６月例会は６月２日開催で承認いただいていたが、ＡＳＰＡＣの日程変更に伴い、２日から２７日に変更をする事を審議上程させていただく。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

１６．協議事項                                                                  横山専務理事
協－０９　　　その他
削除

協－０１　
會田総括幹事【上程】
前回ご指摘いただいた部分で収益と費用で登録費用を記載していない。次回まで承認の際に提出させていただく。内容の方は２番の実施会場が当初予約していた会場に空きが出たので提供していただけるようになった。新入会員との交流の部分は赤字で記載させていただいた。また、議長が現調を行った写真を添付してある。併せてご覧いただきたい。

伊藤副理事長【補足】
司会者がマイクを持って進行するなど、和やかな雰囲気作りで進めて行きたいと思う。

横山専務理事【補足】
７月例会で例年は臨時総会を開催し、その場で次年度理事長の承認という形式になっていたがもっと早い段階で皆様に次年度理事長予定者をお披露目する場を設けようと正副理事長会議で話になっている。定款では臨時総会が無くても進めることが出来る内容のため、９月の定時総会で承認となる予定である。ですので、基本的には７月の臨時総会は開催しない方向で皆様には考えていていただきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
７月例会は認証式と一体型の同時開催なのか。

會田総括幹事【回答】
一体型での開催を検討している。

鈴木辰太郎【意見】
であれば、対外対象者に新入会員の皆様を入れなくてはいけないと思う。対外対象者の目的にも大きな意義が出てくる。

會田総括幹事【回答】
次回まで修正する。

協－０２　ＬＯＭブース（国内）の出展（案）に関する件　                        渉外支援員会
佐藤幸助委員長【上程】
山形市を代表するソウルフードである「玉こん」。そのこんにゃくを用いた「こんにゃく麺」の冷やし中華を提案させていただきたい。ブロックのたから市の出展に関しても、新しいものの発信ということで、より良いものを作り山形のＬＯＭを発信していきたい。

鈴木力常任理事【補足】
次回審議に向けて、皆さまから忌憚のない意見をいただきたい。

三沢特別委員長【質問】
予算書について、予算８０，０００円に対して、小計９０，６８０円から予備費で１０，６８０円が引かれているのはなぜか。

佐藤幸助委員長【回答】
確認して、次回審議上程時まで修正をする。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
前回こんにゃくについて質問したことの回答として、山形のソウルフードとしてのこんにゃくを提示したいとの事だが、たとえば現在山形ブロックのアカデミー委員会でも、地域に向き合うという事で、地域の魅力をどう発信するかというプレゼンをさせているが、本当に魅力的なものを出してくる。ですので、今一度本当の山形の魅力を考えていただきたい。予算も再考いただき山形の魅力を発揮できるものにしていただきたい。また、目的を書くときの手法も箇条書きではなく、まとめることもトレーニングであるのでしっかり議案に向き合っていただき、審議に向かっていただきたい。

野口直前理事長【意見】
出展ブースの議案であるのに、目的が参加動員なのか、ブースの出展でどういう事をＰＲしたいのか不明である。もう一度何をやりたいのか整理し議案を作っていただきたい。「こんにゃく冷やし中華麺」についてもっと自分たちの意味とコンセプトを持って発信してほしい。これを広めたいのであれば、ＨＰ上に掲載するとか自分たちなりで考えて発信してほしい。動員にしても意味を持たせてほしい。鈴木辰太郎副理事長もおっしゃったが、ブースが楽しいもの、ＬＯＭの拠り所だという事を最近忘れている傾向がある。ＡＳＰＡＣの事もあるが、一度離れてＬＯＭとして山形青年会議所や井上周士理事長の人となりをＰＲし、発信する場でもあるので、そこの手法を盛り上げて書いていただきたい。大袈裟ではあるが、特に国内などはいくら遠くとも車で行ける。ブースで発信する事を明確にしていけば参加動員数も増えるのではないか。もう一度ひとつひとつ整理をしてやっていただきたい。

佐藤貴博議長【意見】
公益性の有無について「無し」と記載あるが、昨年のブロックのたから市を見ていると市民に開放している様なので、公益性としては「有り」なのではないか。ご確認いただきたい。

井上周士理事長【コメント】
国外はもちろんＡＳＰＡＣ開催ＬＯＭとして大事な部分であるが、国内においても今週鶴岡の地にて副主管締結もあり、東北地区会長輩出ＬＯＭでもあるので、責任と覚悟を持ってしっかりと取り組んでいただきたい。

協－０３　第３４回山形大花火大会のお天気祭り開催（案）に関する件          花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
先程審議いただいた、企画・実施（案）に関する件もリンクさせて本案件を開催していきたいと思う。お天気祭りは協賛金を集めていただいたメンバーへの感謝と花火大会への意気込みを込めて設えていきたい。

黒沼部会長【上程】
大会の安全祈願だけではなく、メンバーの結束力を高め、協賛金募集活動の感謝の気持ちを込めて開催したいと思う。昨年との違いは本大会のマスコットゆるキャラを制作し、そのお披露目をしたいと考えている。

今野常任理事【補足】
警備の説明会も開催したいと考えている。

三沢特別委員長【補足】
大会当日、晴天になるように祈願したいと思うので多くのメンバーのご参加をお願いしたい。

横山専務理事【意見】
開催日時が８月２日（土）となっているが８月２日（金）に修正をお願いしたい。

佐藤貴博議長【意見】
昨年のお天気祭りに関して第１部で手違い等があり、シニアの方からご指摘いただいた部分があったと思う。リハーサルなどをしっかり行っていただきたいと思う。

中村祥之副理事長【意見】
佐藤貴博議長からもあったが第１部が長い式典になると思うので、タイムスケジュールなどをしっかりと精査、確認して行っていただきたい。
また、キャラクターのお披露目をしたいということだが、その他の新しい企画などあればその場で案内するのもいいと思う。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
プログラムの内容でサポーター代表挨拶とサポーター紹介が２回あるがどのような内容なのか。

黒沼部会長【回答】
記載ミスである。サポーター代表挨拶及び紹介は１回になる。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
祈祷式に関してしっかりとしたリハーサルをしないと残念な祈祷式になってしまう。祈祷式自体が必要なのかも含めて検討していただきたい。もしやるならばサポーター挨拶や紹介は懇親会で行ったほうが盛り上がっていいと思う。
また、メンバーのドレスコードに関してもノーネクタイのジャケット着用のクールビズでいいのか、祈祷式はネクタイ着用だとか、ＡＳＰＡＣのハッピを着用などしっかりとイメージして検討していただきたい。

荒井委員長【質問】
プログラムの中でポスターとホームページのデザイン採用者の表彰で、共に多くの応募者の中から選定で良かったのか。

黒沼部会長【回答】
ポスターとゆるキャラのデザイン採用者の表彰の間違いである。

野口直前理事長【意見】
資料の不備が多く非常に残念である。ＪＣの事業でなく山形市と一体となった事業なのでどのような目的を持って開催するのかをしっかりと考えていただきたい。
また、実施組織も部会だけでなく担当をしっかりと記載していただきたい。
服装に関しても、花火Ｔシャツを着用なら統一していただきたい。毎年、若干緩いのでしっかりと意思疎通を行っていただきたい。
そして、警備の説明は不要な感じがする。今までの流れで別日に開催すると短時間で終わると思うので、ご検討いただきたい。
最終的な責任は市長になるが実施としては最終の決は理事長になる。その点を肝に銘じながら検討していただきたい。

協－０４　第３４回山形大花火大会の設営（案）に関する件                   花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
前回までＣ会場の道路を挟んで北側の部分をＦ会場として使用すると説明していた。現在、市役所と協議中だが整地ならずに大会当日まで凸凹のままになっているとのこと。このことを踏まえて今回はＦ会場をＣ会場の土盛になっている部分と考えている。正式名称をＣ会場かＦ会場かは現在検討中である。
また、今回１５号玉を打ち上げるとのことだったが、消防との協議の結果、打ち上げ可能とのことであった。

松田部会長【上程】
前回の理事会にて上程させていただいた内容から大きな変更点が出ている。Ｆ会場（仮）とさせていただいた部分でＣ会場の北側でなく東側の盛土になっている部分に設営せざるを得なくなっている。測量もし直して行政とも打ち合わせをし、設営可能の回答も得ている。その後、委託業者とも打ち合わせを進めているが、現在全ての見積が揃っていない状況である。
また、Ｂ会場のレイアウトも昨年より一部変更したいと思っている。ステージ位置を会場の前方に持っていき打ち上げのスタートを演出したいと考えている。

三沢特別委員長【補足】
会場の地形変更等、様々な変更点がある。宜しくお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
背景と目的の部分で、本当に会場設営をする目的をしっかりと向き合ってより良いものにして欲しい。

協－０５　第３４回山形大花火大会の安全な運営及び総合説明会・事前説明会の開催（案）に関する件
花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
タクシープールの場所の変更を前回の上程の際ご報告したが、その後警察との協議を行い変更する方向で進んでいる。今年の警備の中でタクシーの進行方向が例年と逆になる。
前回野口直前理事長からあった「例会のため、全員参加で行っていただきたい。」とのご意見に関して、同報メールのバナーなどを使用して、参加を促していきたい。

白木部会長【上程】
前回ご指摘いただいた部分を修正した。万全な体制にての開催をしたいので、協議をお願いしたい 。

三沢特別委員長【補足】
先日行われた第１回連絡調整会議でもタクシープールの件は揉んでいる。

中村祥之副理事長【質問】
タクシーの導線の上空地図で、裏の道は救急車両の導線で使用していたと思うが、他に確保しているのか。

白木部会長【回答】
救急車両の導線は前年のタクシープールを検討している。椹沢方面に行くのはタクシーのみと考えている。こちらは警察との協議を経て了解を得ている。

中村祥之副理事長【質問】
救急車両の待機場所ではなく会場内で救急車両が必要になった場合の道路を確保しているのか。

白木部会長【回答】
救急車両に関しての導線は警備部会と協議をして報告したい。

中村祥之副理事長【意見】
会場の変更はお客様に伝わりにくい部分だと思う。しっかりと周知できるような対策を考えていただきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
前回の審議対象資料を全て参考資料にした理由と警備マニュアルはいつできる予定なのか。

白木部会長【回答】
昨年のままの部分もあるため参考資料とした。
警備マニュアルは設営との絡みもあるが、お天気祭りまで作成する。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
例年はお天気祭りまで間に合うようにだが、担当副理事長、特別委員長、本部長のチェックがあっての配布にして欲しい。
参考資料になると皆様の目が緩くなる部分がある。理事長名でしっかり確認してもらいたい資料を審議対象資料に上げて上程をしていただきたい。

協－０６　第３４回山形大花火大会の清掃の実施（案）に関する件              花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
前回ご意見があった雨天時の対応に関して、連絡網を作成し連絡をするとしたい。

中村祥之副理事長【意見】
全体に対してですが、毎年一生懸命清掃をしているので、しっかりと参加を促していただきたい。

井上理事長【コメント】
非常に活発に活動していただいているのが見えています。まもなく総会も開催されますので宜しくお願いしたい。

協－０７　ＵＮ　ＭＤＧｓの企画・実施（案）に関する件        ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【上程】
２回の協議を経て今回は審議を受けなくてはいけないのだが、事業の進捗状況が遅れている。今回審議に上げなかった理由として小学校の校長会への働きかけが５月１１日、中学校の公聴会が５月２８日と先方から日程を指定され絞り込めない状況のためである。次回の理事会までしっかりと詰めて来たい。また、事業実施の対象に一般企業も含めていたが各企業に対してのメリットがあまりにも少ない意見もあり小学校と中学校を通過するかたちで実施したい。３点目として日本ＪＣのＵＮ　ＭＤＧｓのプログラム受講が５月１６日（木）と考えており来月の理事会の承認を得る前だが委員会メンバーで受講して理解を深めた上で事業を実施していきたいと思っている。

鈴木辰太郎副理事長【補足】
５月１６日に関しては委員会メンバーが対象でプログラムを受講する予定だが、折角の機会なのでその他のメンバーにも周知していただき、受講したい人を募っていきたいと考えている。５月下旬を予定している外務省とのＯＤＡについては、受けるに値するものだと考えている。ご検討のほどお願いしたい。

野口直前理事長【意見】
進捗に関しては仕方がないと思う。ＵＮ　ＭＤＧｓのセミナー受講に関しては委員会マターでの開催が一番いいと思う。ＯＤＡに関しても委員会主体で開催だと審議をいただかなくても出来ると思う。学校での開催に関しては井上理事長と長谷川委員長の名前で依頼するため、しっかりと詰めてもらいたい。そして、この事業にはメディアを巻き込んで開催を市民の皆様に周知していただきたい。

武田委員長【質問】
前回も確認したがキャップの落としどころだが、キャップアート制作で集まったキャップをポリオワクチンに寄付できるという事業であればお渡しできるが、来月の理事会までとなると他の方に渡してしまうので、キャップは使用するかどうなのか判断願いたい。

長谷川委員長【回答】
前回は使用しないと回答したが、折角集まったキャップのため検討し早急に回答したいと思う。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
野口直前理事長からご意見のあった日本ＪＣでのＵＮ　ＭＤＧｓプログラムの受講と外務省のＯＤＡ講座は委員会主催の非公式な事業として是非ともご協力をお願いしたい。

伊藤副理事長【質問】
案内文に関して、小学校にこのまま配布するのであれば、この部分だけでも審議してはどうか。

長谷川委員長【回答】
５月１１日の小学校校長会と５月２８日の中学校校長会でこちらを提出するので、申請する文書のみ部分審議をお願いしたい。

井上理事長【コメント】
若干の遅れも感じるがこの事業に多くの方を巻き込んで成功に導いていただきたい。

協－０８　２０１３年度８月第一例会日程変更（案）に関する件                          事務局
横山専務理事【コメント】
本上程を取り下げる。

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長
報－０１　山形ＪＣじゃがいもクラブへの支援活動（案）に関する件　　　　　　　　会員交流委員会
與田委員長【報告】
当初、開催を６月で予定していたが山形ＪＣじゃがいもクラブ会長の野々村先輩と協議した結果、９月に予定している現役・シニア交流会と同日開催の方が、より交流も深まり結束が生まれるのではないかとのご意見を頂戴し、事務局との協議の結果９月１０日と１７日で調整し、再度報告させていただく。

報－０２　２０１４JCI ASPAC山形大会経過報告について                          ＣＯＣ事務局
安藤常任理事【報告】
最終的な大会テーマを
Ｈａｎｄ　ｉｎ　Ｈａｎｄ　－Ａ　ＢＥＴＴＥＲ　ＦＵＴＵＲＥ　ｆｏｒ　ａｌｌ－  
（絆～手と手を取り合って、未来のために新しい扉を開こう！～）
に決定し先だって日本ＪＣに上程させていただいた。

報－０３　骨髄バンクを支援するやまがたの会へのご支援・ご協力のお願い                  事務局
舟山事務局長【報告】
昨年度も山形ブロック協議会、県内各地青年会議所でコミットしている内容である。周知のほどお願いしたい。

報－０４　定例理事会出欠状況について
報－０５　ルーム備品の未返却状況について
報－０６　委員会別「ルームコピー機」使用状況について
報－０７　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて
報－０８　公益社団法人日本青年会議所　理事会参加依頼について                         事務局
舟山事務局長【報告】
それぞれリンクを開き、ご確認をお願いしたい。

報－０９　ＪＣＩ　ＮＡＳＨＩＮＧ　ＢＵＴ　ＮＥＴＳ                                   事務局
舟山事務局長【報告】
日本ＪＣにて２００８年から運動を進めている活動へのご協力のお願いになる。６つの募金方法があるが、特に自動販売機の設置にてご協力をお願いしたい。

報－１０　ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト２０１３                             事務局
舟山事務局長【報告】
継続事業にて山形ブロック協議会で行っている事業だが、今回は６月９日（日）で企画している。場所は馬見ケ崎河畔の３ヶ所に会場を準備し、実施を検討している。

報－１１　その他　４月例会について                            グローバルシティー創造委員会
武田委員長【報告】
過日開催された４月例会について、無事タイムスケジュール通り完成したことをご報告すると共に御礼申し上げる。

１８．次回開催                                                               横山専務理事
第５回定例理事会５月２８日火曜日　場所：パレスグランデール

１９．監事講評                                                                    矢口監事
大変お疲れ様でございます。若干時間が超過していますが、議案の当日差し替えなどでスタート１０分、半ば１０分とのことで合計２０分無駄な時間があったこととなります。議案に関してできる限り当日の差し替えがないように担当ラインや委員長の皆様お願い致します。
冒頭に井上理事長から出席率のお話がありました。確か１月に委員長の皆様に「色を出していきましょう」とお話をさせていただいてからちょうど４ヶ月が経過しているが、善し悪しと言う言葉は使いたくはないが委員会のメンバーの中でも出席率が悪い方が出てくる時期でもあるので、委員長の皆様はしっかりとお声がけをしていただきたい。最後になるが、ＡＳＰＡＣの登録も始まりしっかりと委員会のメンバーにお声がけをしていただくと共に、理事の皆様のみんなで行こうと声をかけていただきたいと思うので、よろしくお願いして監事講評としたいと思います。本日も大変お疲れ様でした。
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